
開会本会議（20分）
開会本会議は、ガバナー・エレクトが初めてセミナー参加者に向けて講演を行う機会となり、セミナー全体の基調を定めるものです。開会本会議での講演は、参加者に情報を伝え、意欲と感動を喚起するものであることが大切です。ガバナー・エレクトは、開会の講演を準備する際に、以下の概要とスライドをご活用ください。
関連資料
スライド1-7

補助金管理セミナー
スライド1を映す
補助金管理セミナーの出席者に歓迎の意を伝えます。
目的
スライド2を映す
研修の目的を参加者に説明します。
· ロータリー財団補助金を効果的に管理する方法を理解
する。
· 財団の資金管理において何が求められているかを知る。
· 「クラブの覚書（MOU）」の要件を順守できるよう、その内容を理解する。
· クラブが補助金資金を受領する資格を得る。
未来の夢計画では、決定権がさらにクラブと地区に移行されることを大まかに説明します。
· 委員会構成が簡素化されるため、地区で追加の小委員会を設けたり、作業を必要に応じて割り当てたりすることができる。
· 地区が、第三者による財務評価を行う代わりに、資格要件に従って内部監査委員会を設置することで、経費を節減できる。
· 地区財団活動資金（DDF）を使用し、新地区補助金で大規模な活動が実施できる。
· 奨学金の要件が柔軟なため、クラブや地区が、さまざまな教育レベルで、どのような金額ででも、奨学生を支援することができる。
· 職業研修チーム（VTT）の要件は、チームの人数や提供する資金額などをクラブや地区が決められるようになっている。
この研修セミナーでは、クラブ全体が負うことになる補助金の責任を管理するための方法が説明されることを伝えます（「クラブの覚書」セクション1Bを参照）。
補助金の管理
スライド3を映す
クラブが補助金を適切に管理することで、プロジェクトに以下のようなプラス効果があることを説明します。
· プロジェクトが適切な管理の下で実施される。
· 高い技術標準にのっとって実施される
· 受益者のニーズに応えることができる。
· 目的を果たすことができる。 

· 寄付者の資金を守ることができる。
成果あふれる補助金プロジェクト
スライド4を映す
地域社会のニーズに応える 

· 地域社会に実在するニーズに取り組むプロジェクトを立案します。
· 受益者が本当に必要としているプロジェクトほど、支援への熱意が高まり、効果が長続きするようになります。 

· プロジェクトは、援助国の協同提唱者が一方的に押し付けたものとすべきではありません。 

協同提唱者と頻繁に連絡を取る
· ロータリアンは、専門知識を持つ地元の人々や他団体と協力すべきですが、プロジェクトはロータリアンが管理するものでなければなりません。
· 「協力」とは財政的な参加のみを意味するものではなく、プロジェクトや活動の実施において協力者の専門知識を生かすことも意味します。
ロータリアンによって定められ、しかも達成可能な目標を盛り込んだ効果的な実施計画を立てる。
補助金資金がすべて使用された後にも持続可能なプロジェクトを立案する。
適切な資金管理と補助金資金の監督を行う。
· 補助金の申請前に財務管理計画を立てておくことで、クラブは、受領に先立って、補助金の管理に必要な手続きを整えることができます。
· 財務管理計画が整っていれば、透明性が保たれ、万一、資金の不正使用があっても、クラブ会員が早期にこれを発見できる可能性が高まります。 

· 複数のロータリアンが決定プロセスに関与することで、資金の使用状況をより的確に把握できます。
資金管理
スライド5を映す
資金管理は、「四つのテスト」や「ロータリアンの職業宣言」に反映されているロータリーの中核的価値観、「奉仕」と「高潔性」の一部であること説明します。クラブが、標準的な事業慣行にのっとって資金を管理しなければならないことを強調します。
ロータリー財団の利益を守るには、ロータリアンによるプロジェクトの監督が重要であることを説明します。 

資金の適切な使用を確認するために財務記録を定期的に見直すこと、優れた資金管理を行うためにクラブ会員全員が資金の使途を把握できるシステムを備えることの重要性を強調します（知識の共有によって資金の誤用を未然に防ぐことが
できる）。 

「資金管理」とは責任ある財務管理と補助金の監督であることを説明します。 

不正があれば財団に報告しなければならないことを強調してください。
不備のない正確な報告書を期日通りに提出することの重要性を強調します。この報告書は、クラブで徹底した資金管理が行われていることを、財団の全寄付者に示すものとなります。
クラブでの財団補助金の監督、透明性、説明責任の徹底が、財団への寄付者の信頼と密接な関係があることについて説明します。 

資格要件
スライド6を映す
グローバル補助金を受領するには、クラブが参加資格を満たす必要があることを説明します。クラブは、この手続きを経ることにより、補助金資金の受領に先立って財団の要件を理解し、これを満たし、プロジェクトを効果的に管理するシステムを備えることができます。
要件を参加者とともに確認します。
· クラブから少なくとも会員1名がこのセミナーに出席し、そこで得た情報をほかのクラブ会員に伝えなければならない。
· クラブ会長とクラブ会長エレクトが、「クラブの覚書（MOU）」に署名しなければならない。この覚書には、補助金管理に関する財団の最低要件が記載されている。
· ＜＜地区で追加要件があれば、スライドに挿入する。＞＞
「クラブの覚書」には、資金管理で実践すべき事柄がまとめられており、これらの事柄がグローバル補助金を適切に管理するために必要であることを説明します。また、補助金だけでなく、クラブのすべての資金を管理する上でも役立つことを指摘します。
「補助金管理の手引き」の補遺資料1で、「クラブの覚書（MOU）」の各セクションの内容が説明されており、クラブで「クラブの覚書」の規定を実行するのに役立つ設問が記載されています。
上記の補遺資料を、このセミナーにおいてだけでなく、クラブで「クラブの覚書」を実行するに当たっても活用するよう、参加者に奨励します。
参加資格要件
スライド7を映す
資格要件について説明します。
· クラブが資格要件を満たしたら、クラブに参加資格が認められます。この資格は1ロータリー年度有効です（「クラブの覚書」1Ａセクションを参照）。
· 補助金資金の使用に関する責任は、クラブ全体が負うことを、クラブの全会員が理解していなければなりません。
· クラブは、ロータリー財団章典に基づき、「補助金参加者の利害の対立に関する方針（Conflict of Interest Policy for Grant Participants）」に従っていかなる利害の対立も開示しなければなりません。
· クラブは現地視察、審査、監査にすべて協力しなければなりません。 

· 資金の不正使用があった場合には、クラブの参加資格が保留となります。
· 「クラブの覚書」を順守しなかった場合には、参加資格を失う結果を招く可能性があります。
セミナーの流れ
セミナーの議事日程を簡単に説明します（休憩時間や、食事時間がある場合はそれも含む）。
グループ討論の予定を説明します。
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